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平成 29 年度事業報告

Ⅰ．庶務事項

1. 理事会及び評議員会の開催

2. 官公庁への届出

3. 寄附受領

4. 設備投資等

5. 諸制度の整備・改定等

6. 国登録有形文化財（建造物）の登録

7. その他

Ⅱ．主なる事業活動

[1] 五島美術館事業（公益目的事業①）

1. 展示事業

2. 調査・研究・保存事業

3. 普及事業

[2] 大東急記念文庫事業（公益目的事業②）

◆収支決算等

1. 貸借対照表

2. 正味財産増減計算書

3. 附属明細書

4. 監査報告書
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Ⅰ．庶務事項

１. 理事会及び評議員会の開催

＜第 98 回理事会＞

平成 29 年 6 月 7 日午前 11 時より第 98 回理事会を五島美術館本館集会室において開催、下

記の議案を審議、可決した。

第 1 号議案 平成 28 年度事業報告並びに収支決算等について

第 2 号議案 理事候補者の選任並びに推薦について

第 3 号議案 「役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程」の一部変更について

第 4 号議案 定時評議員会の招集について

＜第 94 回評議員会＞

平成 29 年 6 月 22 日午前 11 時より第 94 回評議員会を東京急行電鉄株式会社役員会議室に

おいて開催、下記の議案を審議、可決した。

第 1 号議案 評議員会長の選出について

第 2 号議案 平成 28 年度事業報告並びに収支決算等について

第 3 号議案 理事の選任について

第 4 号議案 「役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程」の一部変更について

＜第 99 回理事会（臨時）＞

平成 29 年 6 月 22 日正午より第 99 回理事会（臨時）を東京急行電鉄株式会社役員会議室に

おいて開催、下記の議案を審議、可決した。

第 1 号議案 代表理事（理事長）の選定について

＜第 100 回理事会＞

平成 30 年 3 月 13 日午前 11 時より第 100 回理事会を五島美術館本館集会室において開催、

下記の議案を審議、可決した。

第 1 号議案 平成 30 年度事業計画書ならびに収支予算書等について

第 2 号議案 評議員会の開催および招集について

＜第 95 回評議員会＞

平成 30 年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認の審議事項について、評議員全員の

同意を得たので、平成 30 年 3 月 22 日付にて、第 95 回評議員会として同案を可決した。

審議事項 平成 30 年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認について

２. 官公庁への届出

・平成 29 年 6 月 26 日 役員変更登記 ·······································································世田谷区法務局
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・平成 29 年 6 月 30 日 平成 28 年度事業報告ならびに計算書類等の提出 ·····················内閣府

・平成 30 年 3 月 23 日 平成 30 年度事業計画書ならびに収支予算書等の提出············内閣府

３. 寄附受領

＜寄附金＞

平成 29 年 5 月 25 日

・東京急行電鉄共済組合 ································································································· 132,000,000 円

※132,000,000 円全額を一般正味財産として受入れ

４. 設備投資等

・高野切古今和歌集（第二種）（蔵品管理番号 08-003）保存修理

＜実施内容＞

   高野切古今和歌集（第二種） 一幅 保存修理  2,221,542 円（消費税別）

＜実施内容＞

   平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日

・本館機械室洗面台設置工事

＜実施内容＞

本館機械室洗面台新設 1,386,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 8 月 2 日～4 日

・本館収蔵庫・防塵防黴施工

＜実施内容＞

美術館収蔵庫・防塵防黴施工（IPM） 778,700 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 8 月 3 日～4 日・8 日～10 日

・別館空調改修工事

＜実施内容＞

会長室 PAC 更新工事 2,600,000 円（消費税別）

講堂 AHU 温湿度計移設工事 347,000 円（消費税別）

合 計 2,947,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 8 月 8 日～24 日

・本館閲覧室ガラスサッシ防音工事

＜実施内容＞

本館閲覧室ガラスサッシ増設 736,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 9 月 5 日～7 日

・狭角ズームスポットライト購入

＜実施内容＞

展示室・狭角ズームスポットライト購入 2,046,000 円（消費税別）
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＜実施時期＞

平成 29 年 9 月 8 日

・古経楼修繕工事

＜実施内容＞

古経楼・寄付地板・雨戸修繕 160,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 9 月 22 日

・トランシーバー（インカム）更新

＜実施内容＞

トランシーバー（インカム）更新（10 台） 130,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 9 月 29 日

・祥瑞蜜柑形水指（蔵品管理番号 02-101）修理

＜実施内容＞

祥瑞蜜柑形水指修理 700,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 9 月 30 日～平成 30 年 1 月 31 日

・古経楼・冨士見亭の畳新調

＜実施内容＞

古経楼・冨士見亭の畳新調 824,150 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 10 月 4 日

・本館来館者誘導設備新設工事

＜実施内容＞

本館正面階段手摺新設 739,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 29 年 10 月 16 日～19 日

・収蔵品管理システム開発

＜実施内容＞

デジタルアーカイブ対応システム開発 2,250,000 円（消費税別）

＜実施時期＞

平成 30 年 3 月 1 日

以上、設備投資等合計金額 14,918,392 円（消費税別） ※

※ 一部は経費計上

５. 諸制度の整備・改定等

・業務執行規程の制定（平成 29 年 6 月 1 日）

・役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程の一部改定（平成 29 年 6 月 22 日）
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６. 国登録有形文化財（建造物）の登録

文化財保護法第 57 条第 1 項の規定に基づき、平成 29 年 10 月 27 日付をもって、「五島美術

館本館」・茶室「冨士見亭」・茶室「古経楼」が、国の登録有形文化財に登録された。

登録番号 第 13-0386 号 五島美術館 本館 一棟

登録番号 第 13-0387 号 五島美術館 冨士見亭 一棟

登録番号 第 13-0388 号 五島美術館 古経楼 一棟

７. その他

・美術館館蔵展の告知強化

美術館の館蔵展６企画のチラシ新設と主要な美術館・博物館、東急グループ施設等への

設置開始

（平成 29 年 4 月開催の館蔵「春の優品展」から実施）

・「特殊文庫連合協議会」の解散

会員（16 文庫）の同意により活動休止中の同協議会の解散ならびに精算手続きを完了

（平成 29 年 10 月 31 日解散）

・美術館巡回バス「せたがや３館めぐるーぷ」運行開始

五島美術館、静嘉堂文庫美術館、世田谷美術館を巡回する東急バスの新路線開設

（平成 30 年 1 月 20 日運行開始）

以 上
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Ⅱ．主なる事業活動

[1] 五島美術館事業

１. 展示事業

１‐１. 入館者数

＊単位は人

有料 無料 計 入園者 合計 開館日 一日平均

1 ［館蔵］春の優品展―歌仙と歌枕―〈平成 29 年 4 月 1 日［土］―5 月 7 日［日］〉

8,079 629 8,708 365 9,073 32 284

2 ［館蔵］近代の日本画展〈5 月 13 日［土］―6 月 18 日［日］〉

7,584 501 8,085 236 8,321 32 260

3 ［館蔵］夏の優品展―料紙のよそおい―〈6 月 24 日［土］―7 月 30 日［日］〉

4,982 725 5,707 148 5,855 32 183

4 ［館蔵］秋の優品展―大般若経と禅宗―〈8 月 26 日［土］―10 月 15 日［日］〉

6,618 580 7,198 317 7,515 44 171

5 ［特別展］光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―〈10 月 21 日［土］―12 月 3 日［日］〉

13,200 1,442 14,642 657 15,299 38 403

6 ［館蔵］茶道具取合せ展〈12 月 9 日［土］―平成 30 年 2 月 18 日［日］〉

8,141 792 8,933 203 9,136 53 172

7 ［館蔵］中国の陶芸展〈平成 30 年 2 月 24 日［土］―3 月 25 日［日］〉

4,630 397 5,027 198 5,225 26 201

8 ［館蔵］春の優品展―詩歌と物語のかたち―〈平成 30 年 3 月 31 日［土］―〉 ※平成 30 年度企画

230 5 235 4 239 1 239

合計 53,464 5,071 58,535 2,128 60,663 258 235

１‐２. 特別展

［特別展］光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―

・期間＝平成 29 年 10 月 21 日［土］―12 月 3 日［日］

・特別鑑賞会・レセプション＝平成 29 年 10 月 20 日［金］·········································· 出席者 100 名

・講演会＝平成 29 年 10 月 22 日［日］ 中野徹氏（元和泉市久保惣記念美術館館長）

「中国の金属器と塗漆・彩画・象嵌」 ······························································聴講者 24 名

・講演会＝平成 29 年 11 月 4 日［土］ 小川幹生氏（元名古屋市博物館学芸員）

「七宝の展開をたどる」···················································································· 聴講者 100 名

・講演会＝平成 29 年 11 月 25 日［土］ 柴田明氏（株式会社 安藤七宝店 工場長）

「七宝との対話」································································································ 聴講者 184 名

２. 調査・研究・保存事業

２‐１. 調査・研究

・特別展および企画展に際して、館内及び館外収蔵作品の調査を行った。

・改修後の展示設備をはじめとする館内設備の調査とデータ蓄積を継続した。
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・所蔵する図書を整理し、情報の入力を継続した。また宇野雪村旧蔵書籍など貴重書のメンテ

ナンスを行った。

・以上の成果の一部については、最新の研究紀要にて報告した。

２‐２. 美術品の保存・補修

（1）蔵品のうちから、特に傷みの著しかった「高野切古今和歌集（第二種）」と「祥瑞蜜柑形水

指」については、修理先・修理方法に慎重な検討を加えた上で、修理を行った。平成 29 年

度は、本修理に 2,921,542 円を費やした。

（2）収蔵庫の保存環境改善のため総合的な除塵防黴施工（IPM）をした。

２‐３. 出版物

（1） 『光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―』

・判型＝A4 判 ・発行日＝平成 29 年 10 月 20 日 ・編集＝五島美術館・大東急記念文庫学芸部

・発行＝公益財団法人五島美術館 ・頁数＝142 頁（カラー132 頁、図版 100 点所収）

（2） 『五島美術館研究紀要』第 6 号

・判型＝A4 判 ・発行日＝平成 30 年 3 月 31 日 ・編集＝五島美術館・大東急記念文庫学芸部

・発行＝公益財団法人五島美術館

２‐４. 美術品の他所への出品

サントリー美術館··································· 重要文化財「前九年合戦絵巻断簡 帰順願図」／計 1 件

「絵巻マニア列伝」（期間＝平成 29 年 3 月 29 日～5 月 14 日）

東京国立博物館················································重要文化財「梅花小禽図 伝 馬麟筆」／他計 6 件

「茶の湯展」（期間＝平成 29 年 4 月 11 日～6 月 4 日）

九州国立博物館・東京国立博物館···········································「南蛮砂張棒の先水指」／計 1 件

「タイ ～仏の国の輝き～」（期間＝平成 29 年 4 月 11 日～8 月 27 日）

徳川美術館 名古屋市蓬左文庫
························重要文化財「久能寺経 法華経序品巻第一 ・法師功徳品巻第十九」／他計 2 件

「金と銀の国 ジパング―輝きときらめきの美術―」（期間＝平成 29 年 4 月 15 日～5 月 28 日）

サントリー美術館·························································································· 「松竹蒔絵手箱」／計 1 件
「六本木開館 10 周年記念展「神の宝の玉手箱」」（期間＝平成 29 年 5 月 31 日～7 月 17 日）

岐阜市歴史博物館·························································国宝「古林清茂墨跡 餞別偈」／他計 4 件
「Gifu 信長展―もてなし人信長!?知られざる素顔―」

（期間＝平成 29 年 7 月 14 日～8 月 20 日）

島根県立美術館·········································································· 「緑雨 小茂田青樹筆」／他計 2 件

「小茂田青樹展」（期間＝平成 29 年 7 月 14 日～8 月 28 日）

奈良国立博物館···········重要文化財「沙門地獄草紙断簡（益田家本甲巻） 火象地獄図」／他計 2 件

「1000 年忌特別展 源信 地獄・極楽への扉」（期間＝平成 29 年 7 月 15 日～9 月 3 日）

九州国立博物館·······························································「黒織部沓形茶碗 銘 わらや」／計 1 件

「新・桃山展―大航海時代の日本美術」（期間＝平成 29 年 10 月 14 日～11 月 26 日）
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和泉市久保惣記念美術館····················································· 重要文化財「駿牛図断簡」／他計 4 件
「ピカソと日本美術展」（期間＝平成 29 年 10 月 15 日～12 月 3 日）

アーツ前橋······························································································「大沢竹胎 「子」」／他計 3 件

「ヒツクリコ ガツクリコ ことばの生まれる場所」
（期間＝平成 29 年 10 月 20 日～平成 30 年 1 月 16 日）

九州国立博物館 ··············· 重要文化財「高野切古今和歌集（第一種） 伝 紀貫之筆」／計 1 件
「王義之と日本の書」（期間＝平成 30 年 2 月 10 日～4 月 8 日）

サントリー美術館 ··························································「瀬戸瓢形茶入 銘 春慶瓢箪」／他計 3 件
「寛永の雅」（期間＝平成 30 年 2 月 14 日～4 月 8 日）

計 9 ヶ所  31 件

２‐５. 美術品の写真掲載・利用

美術の教育普及の観点から、各種の美術図書やビデオ・テレビ番組などに、その内容に検討

を加えた上で、当館所蔵の美術品の撮影および写真掲載使用を許可した（平成 29 年度は 153 件・

のべ 276 点）。

３. 普及事業

３‐１. 普及事業

（1） ギャラリートーク（展示解説）―入館者を対象にして実施

・［館蔵］春の優品展―歌仙と歌枕―

「和歌の書」 平成 29 年 4 月 6 日（別館講堂） ································································参加者 84 名

「歌仙と歌枕」 平成 29 年 4 月 21 日（別館講堂） ········································································ 84 名

「源氏物語絵巻について」 平成 29 年 4 月 29 日、5 月 2 日、7 日（別館講堂） ··········· 計 550 名

・［館蔵］近代の日本画展

「近代日本画の世界」 平成 29 年 5 月 18 日、6 月 15 日（別館講堂） ··························· 計 179 名

「近代書家の書」 平成 29 年 6 月 1 日（別館講堂） ····································································· 39 名

・［館蔵］夏の優品展―料紙のよそおい―

「日本・中国の紙の歴史」 平成 29 年 6 月 28 日（別館講堂） ················································· 112 名

「表具のよそおい」 平成 29 年 6 月 30 日（別館講堂）································································ 90 名

「雲紙と飛雲」 平成 29 年 7 月 13 日（別館講堂） ······································································ 132 名

「古書のよそおい」 平成 29 年 7 月 20 日（別館講堂）······························································ 115 名

・［館蔵］秋の優品展―大般若経と禅宗―

「古写経に見る手業」 平成 29 年 8 月 31 日（別館講堂）··························································· 38 名

「奈良時代の写経活動」 平成 29 年 9 月 14 日（別館講堂） ····················································· 54 名

「日本の陶芸について」 平成 29 年 9 月 15 日（別館講堂） ······················································ 53 名

「鎌倉時代の書」 平成 29 年 9 月 26 日（別館講堂）··································································· 57 名

「秋の優品展について」 平成 29 年 9 月 29 日（別館講堂） ······················································ 37 名

「紫式部日記絵巻について」 平成 29 年 10 月 11 日、10 月 15 日（別館講堂）·········· 計 274 名

・［特別展］光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―

「熔かして満たす瑠璃の花」 平成 29 年 10 月 27 日、11 月 10 日（別館講堂） ··········· 計 170 名
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・［館蔵］茶道具取合せ展

「茶道具取合せ展について」 平成 29 年 12 月 15 日、平成 30 年 1 月 19 日（別館講堂）

··························································································································································計 117 名

「名物裂」 平成 29 年 12 月 21 日（別館講堂） ·············································································· 70 名

「古経楼と茶の湯」 平成 30 年 1 月 12 日、2 月 2 日（別館講堂）······································ 計 61 名

「茶道具を包む裂」 平成 30 年 1 月 31 日（別館講堂） ·····························································115 名

・［館蔵］中国の陶芸展

「中国陶磁について」 平成 30 年 2 月 28 日、3 月 22 日（別館講堂） ····························計 133 名

計 7 回の展示で 29 回実施   [のべ] 2,564 名参加

（2） 講演会―入館者を対象にして実施

・［館蔵］秋の優品展―大般若経と禅宗―

平成 29 年 9 月 5 日［火］ 横田南嶺老師（臨済宗円覚寺派管長）

「大般若経について」 ······················································································聴講者 117 名

平成 29 年 10 月 5 日［木］ 川口高風氏（愛知学院大学教授）

「曹洞禅の祈禱と大般若経」 ··········································································· 聴講者 99 名

（3） 体験講座―入館者を対象にして実施

・［館蔵］夏の優品展―料紙のよそおい―

平成 29 年 7 月 16 日［日］、17 日［祝］ 計 4 回  参加費＝1,000 円  予約制

「雲紙料紙の制作」（見晴荘〈第二講堂〉） ······················································参加者計 65 名

協力＝福井県和紙工業協同組合・世田谷区教育委員会

(4) 青少年向け普及講座

①こども美術講座―小中学生を対象にして美術や日本文化について解説および体験学習を実施

「和歌とかな文字」 平成 29 年 4 月 16 日（本館集会室）······················計 5 名［こども 3／大人 2］

「王朝絵巻の世界」 平成 29 年 5 月 5 日（本館集会室） ····················計 12 名［こども 4／大人 8］

「日本画を知ろう」 平成 29 年 6 月 4 日（本館集会室） ·······················計 12 名［こども 6／大人 6］

「キラ刷りを楽しもう」 平成 29 年 7 月 23 日（本館集会室） ················計 14 名［こども 7／大人 7］

「かなを書くための紙とは」 平成 29 年 7 月 30 日（本館集会室）·······計 8 名［こども 4／大人 4］

「王朝絵巻の世界」 平成 29 年 10 月 9 日（本館集会室）····················計 7 名［こども 2／大人 5］

                         計 6 回実施  [のべ] 計 58 名 こども 26 名  大人 32 名参加

②東京急行電鉄株式会社主催「とうきゅうキッズプログラム」

平成 29 年 12 月 17 日 「美術館の茶室で抹茶を飲んでみよう！」（別館講堂・茶室）····参加者 18 名

③小学校への出張講義

・東久留米市立第７小学校

平成 29 年 10 月 28 日 「日本絵画について」·····························································6 年生約 100 名

・世田谷区立船橋小学校

平成 30 年 2 月 16 日 「日本絵画について」·····························································6 年生約 130 名
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（5） 団体見学および団体説明会

［館蔵］春の優品展―歌仙と歌枕― ············································································計 5 団体・計 163 名

［館蔵］近代の日本画展·····························································································計 5 団体・計 133 名

［館蔵］夏の優品展―料紙のよそおい― ······································································· 計 2 団体・計 53 名

［館蔵］秋の優品展―大般若経と禅宗―······································································· 計 2 団体・計 67 名

［特別展］光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝― ································································· 計 3 団体・計 66 名

［館蔵］中国の陶芸展·································································································計 5 団体・計 139 名

総計＝22 団体・621 名

（6） ミュージアム・コンサート―入館者を対象にして実施

・クァルテット・リゾナンツァによる弦楽四重奏演奏会＝平成 29 年 7 月 6 日［木］

1st Violin＝白井篤／2nd Violin＝山口裕之／Viola＝小野聡／V.Cello＝山内俊輔 （敬称略）

プログラム： モーツァルト 弦楽四重奏曲第 22 番 変ロ長調 K.589「プロシャ王第 2 番」

シューベルト 弦楽四重奏曲第 12 番 ハ短調 D703「四重奏断章」

ベートーヴェン 弦楽四重奏曲第 15 番 イ短調 Op.132

入場料＝3,500 円（友の会会員 3,000 円） 予約制················································· 参加者 190 名

・長唄演奏会―和のこころを聴く＝平成 29 年 9 月 21 日［木］

三味線＝杵屋五三魅、東音 村尾愼三、杵屋五助、杵屋五之吉／唄＝杵屋六響、東音 半

田昌恵、芳村伊四妙、芳村伊四紗栄／囃子＝望月秀幸、望月左太寿郎、仙波貴之／笛＝

福原寛 （敬称略）

プログラム： 雨の四季 喜三の庭 紀州道成寺

入場料＝3,500 円（友の会会員 3,000 円） 予約制················································· 参加者 151 名

（7）茶室特別公開―入館者を対象にして実施

公開日＝平成 29 年 5 月 19 日［金］、平成 30 年 2 月 1 日［木］

普段は公開を制限している茶室（古経楼・冨士見亭）を特別公開、解説及び呈茶を行った。

（8） 特別閲覧

・徳富孔一氏（1 名：平成 29 年 6 月 30 日） ···············伝 持田古墳群出土 方格規矩八乳鏡 計 1 件

・元興寺文化財研究所（1 名：29 年 7 月 14 日）·················画紋帯仏獣鏡 鶴巻塚古墳出土 計 1 件

・岩本 崇 氏（1 名：平成 29 年 7 月 26 日・27 日・28 日）······························変形六乳五鈴鏡他 計 19 件

・小林桂子氏（1 名：平成 29 年 10 月 31 日） ··················菱繋ぎ花幾何学文経緯絣（パトラ）他 計 9 件

・神奈川大学（1 名：平成 29 年 11 月 29 日） ··························································· 名物裂手鑑他 計 4 件

・車崎正彦氏他（3 名：平成 29 年 12 月 12 日） ·············································環状乳系神獣鏡他 計 12 件

・福岡市美術館（1 名：平成 29 年 12 月 12 日） ····························································更紗手鑑他 計 4 件

・白鶴美術館（1 名：平成 29 年 12 月 22 日） ·········································迦陵頻伽紋葵花形鏡他 計 3 件

・大和文華館（1 名：平成 30 年 3 月 21 日） ································· 銅製銀象嵌蒲柳水禽文浄瓶 計 1 件
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３‐２. 友の会（特別会員制度）

美術教育普及のため、開館以来友の会制度を設け、今日に至っている。本年度の利用状況は

次のとおり（平成 30 年 3 月 31 日現在）。

３‐２‐１. 美の友会（定員制度無し・入会した日より 1 年間有効）

・会員数＝486 名（平成 30 年 3 月 31 日現在）

・年会費＝4,000 円

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。

・特別展の講演会を無料で聴講可能。

・「美の友会月例美術講座」の開催（聴講無料）。

・陶芸講座の開催（年 3 回の予定）。

・展覧会や催物の案内を発送。

（1）月例美術講座―美の友会会員を対象にして実施

美の友会会員を対象に下記の講座（各月 1～3 回）を開催した。各回とも一貫したテーマに即した

主題を掲げ、五島美術館の収蔵品を中心にパワーポイントを使用してわかりやすい講座を行な

った。

開催回数 30 回 聴講者数 計のべ 2,201 名

・書跡鑑賞シリーズⅫ「12 世紀の古筆 2」 担当＝五島美術館副館長 名児耶 明

第 1 回 平成 29 年 4 月 1 日［土］ 「巻子本古今集」·································聴講者 103 名

第 2 回 5 月 6 日［土］ 「砂子切」································································ 83 名

第 3 回 6 月 3 日［土］ 「堺色紙」································································ 84 名

第 4 回 7 月 1 日［土］ 「安宅切」································································ 90 名

第 5 回 9 月 2 日［土］ 「久松切」································································ 85 名

第 6 回 10 月 7 日［土］ 「多賀切」································································ 71 名

第 7 回 12 月 2 日［土］ 「今城切」································································ 76 名

第 8 回 平成 30 年 1 月 6 日［土］ 「仁和寺切」 ··························································· 88 名

第 9 回 2 月 3 日［土］ 「五首切」································································ 79 名

第 10 回 3 月 3 日［土］ 「昭和切」································································ 72 名

・工芸鑑賞シリーズⅡ「工芸史拾い歩き―瑠璃・玻璃・七宝編」

担当＝五島美術館学芸部 福島 修

第 1 回 平成 29 年 4 月 8 日［土］ 「貴石信仰と象嵌のわざ」 ··················· 聴講者 47 名

第 2 回 5 月 13 日［土］ 「溶着される耀き」················································· 16 名

第 3 回 6 月 10 日［土］ 「東洋のガラスと景泰藍」···································· 42 名

第 4 回 7 月 8 日［土］ 「七宝展開の空白」·············································· 37 名

第 5 回 9 月 9 日［土］ 「調度と装身具」···················································· 42 名
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・染織鑑賞シリーズⅪ「名物裂を楽しむ―『雅游漫録』の世界」

担当＝五島美術館学芸部 佐藤留実

第 20 回 平成 29 年 4 月 9 日［日］ 「名物裂の見分け方と鑑賞②」···········聴講者 54 名

※前年度平成 29 年 3 月 25 日の振替

・染織鑑賞シリーズⅫ「茶会記と染織」 担当＝五島美術館学芸部 佐藤留実

第 1 回 平成 29 年 4 月 15 日［土］ 「松屋会記①」 ········································聴講者 87 名

第 2 回 5 月 20 日［土］ 「松屋会記②」 ······················································ 76 名

第 3 回 6 月 17 日［土］ 「松屋会記③」 ······················································ 82 名

第 4 回 7 月 15 日［土］ 「天王寺屋会記①」 ············································· 92 名

第 5 回 9 月 16 日［土］ 「天王寺屋会記②」 ············································· 76 名

第 6 回 12 月 16 日［土］ 「天王寺屋会記③」 ············································· 69 名

第 7 回 平成 30 年 1 月 20 日［土］ 「宗湛日記①」 ······················································ 76 名

第 8 回 2 月 17 日［土］ 「宗湛日記②」 ······················································ 77 名

第 9 回 3 月 24 日［土］ 「宗湛日記③」 ······················································ 74 名

・陶磁鑑賞シリーズⅥ「茶匠の好み道具」 担当＝五島美術館学芸部 砂澤祐子

第 1 回 平成 29 年 10 月 14 日［土］ 「珠光・武野紹鷗」··································聴講者 83 名

第 2 回 12 月 9 日［土］ 「千利休」 ····························································· 100 名

第 3 回 平成 30 年 1 月 13 日［土］ 「古田織部」··························································· 79 名

第 4 回 2 月 10 日［土］ 「小堀遠州」··························································· 91 名

第 5 回 3 月 10 日［土］ 「松平不昧」··························································· 70 名

（2） 陶芸教室―美の友会員を対象にして実施 ＊指導＝弘法窯スタッフ

下記の通り、当館見晴荘（第二講堂）において陶芸講座を開催した。当日、参加者は形造りから

絵付けまでを行って終了（一日教室）。後日、学芸部が岐阜県可児市の弘法窯の陶房まで輸送

して、焼成（完成品は集会室にて手渡し）。また、電動ろくろ器を使用して制作する「中級編」も同時

開催。

・第 1 回＝平成 29 年 5 月 27 日・28 日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」 ············参加者計 52 名

・第 2 回＝平成 29 年 9 月 23 日・24 日「織部焼・越前風自然釉焼締陶器」 ··························計 51 名

・第 3 回＝平成 30 年 1 月 27 日・28 日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」 ··························計 46 名

総計＝149 名

３‐２‐２. 茶の友会（定員制度・毎年度 4 月 1 日から 3 月 31 日まで有効）

・会員数＝1,500 名

・会  費＝5,000 円

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能。

・特別展の講演会を無料で聴講可能。

・「茶の友会茶会」の開催（年 2 回・ただし、1 回につき実費 10,000 円程度必要）。

・展覧会や催物の案内を発送。
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（1） 茶会―茶の友会会員を対象にして実施

・第 1 回秋季茶会＝平成 29 年 11 月 16 日、17 日、18 日、19 日（4 日間） ········ 参加者計 740 名

・第 2 回春季茶会＝平成 30 年 3 月 15 日、16 日、17 日、18 日（4 日間）··········· 参加者計 794 名

＊上記茶会に使用した美術品について学芸員が解説した。 総計＝1,534 名

３‐３. 外部との連携事業

（1）他美術館との連携事業

・「技と美―秋の三館 美をめぐる 2017―」

三井記念美術館・根津美術館・五島美術館 ３館合同キャンペーン（平成 25 年度より継続実施）。

「光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―」（10 月 21 日～12 月 3 日）の会期中、対象展覧会（三井記念美術

館特別展「驚異の超絶技巧！―明治工芸から現代アートへ―」、根津美術館特別展「鏨の華―光村

コレクションの刀装具―」）の入館済み半券で他２館の入館料 100 円割引、３館の入館済み半券で

いずれか１館の次回展覧会に無料招待する。平成 29 年度、当館における割引利用入館者は

228 名、次回展の来館者は 36 名。

・Bunkamura とのタイアップ

東急文化村が運営する MY Bunkamura 登録者（約 39 万人）を対象にメールマガジン等を通じ

てタイアップ企画を実施し、展覧会の告知と集客促進を図った。

① MY Bunkamura タイアップ企画「図録〈近代の日本画〉プレゼント」

応募期間 平成 29 年 5 月 11 日～平成 29 年 5 月 21 日 ············ 応募者 193 名／当選者 10 名

② MY Bunkamura タイアップ企画「一筆箋〈石山切〉プレゼント」

応募期間 平成 29 年 6 月 28 日～7 月 11 日·································· 応募者 193 名／当選者 20 名

③ MY Bunkamura タイアップ企画「ジグソーパズル〈国宝 紫式部日記絵巻〉プレゼント」

応募期間 平成 29 年 9 月 12 日～9 月 25 日·································· 応募者 296 名／当選者 10 名

④ MY Bunkamura タイアップ企画「図録〈光彩の巧み展〉プレゼント」

応募期間 平成 29 年 10 月 19 日～11 月 1 日································ 応募者 225 名／当選者 10 名

⑤ MY Bunkamura タイアップ企画「ミニポーチ〈茶道具柄〉プレゼント」

応募期間 平成 29 年 12 月 5 日～12 月 18 日································ 応募者 457 名／当選者 10 名

⑥ MY Bunkamura タイアップ企画「〈中国の陶芸展〉ポストカードセット プレゼント」

応募期間 平成 30 年 1 月 30 日～2 月 12 日·································· 応募者 116 名／当選者 10 名

⑦ MY Bunkamura タイアップ企画「図録〈国宝源氏物語絵巻〉プレゼント」

応募期間 平成 30 年 3 月 20 日～4 月 2 日 ·······································応募者 288 名／当選者 2 名

（2）近隣館との連携事業

・美術館巡回バス「せたがや３館めぐるーぷ」運行

近隣の美術館の回遊性を高めるため、東急バス株式会社に対し、五島美術館、静嘉堂文庫美

術館、世田谷美術館の三館館長連名によるバス路線開設の要望書を提出した。その後の協議
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を経て、平成 30 年 1 月 20 日より二子玉川エリアの美術館（五島美術館・静嘉堂文庫美術館・

世田谷美術館）を巡る「せたがや３館めぐるーぷ」の運行が開始された。

運行期間＝平成 30 年 1 月 20 日～12 月 9 日の土曜・休日（美術館３館同時開館日のみ運行）

・静嘉堂文庫美術館 相互割引提携

静嘉堂文庫美術館との相互割引を継続して実施（平成 28 年 8 月 27 日より実施）。静嘉堂文庫

美術館（常時）の有料入館券の半券提示で当館一般入館料から 100 円割引、当館有料入館券

の半券提示で静嘉堂文庫美術館の正規入館料から 200 円を割引く。平成 29 年度、当館にお

ける割引利用入館者は 101 名。

・世田谷美術館 相互割引提携

平成 29 年 4 月 1 日より、世田谷美術館との相互割引を実施した。世田谷美術館（常時）の企画

展の有料観覧券の半券提示で当館一般入館料から 100 円割引、当館有料入館券の半券提示

で世田谷美術館の正規観覧料を団体料金（原則 200 円引き）に割引く。平成 29 年度、当館に

おける割引利用入館者は 34 名。

（3）東急グループとの連携事業

・特別鑑賞会「東急グループ感謝のつどい」

平成 29 年 4 月 24 日 特別鑑賞会他（本館展示室・茶室・庭園） ································ 参加者 110 名

・東京急行電鉄株式会社主催「東急ロイヤルクラブ」特別貸切鑑賞会

特別展示［国宝］源氏物語絵巻

平成 29 年 5 月 5 日 解説（集会室）・特別鑑賞（第 2 展示室） ······································参加者 11 名

特別展示［国宝］紫式部日記絵巻

平成 29 年 10 月 9 日 解説（集会室）・特別鑑賞（第 1 展示室）····································参加者 16 名

・とうきゅうキッズプログラム「美術館の茶室で抹茶を飲んでみよう！」

平成 29 年 12 月 17 日·······································································································参加者 18 名

・オズモール×東急グループコラボプロジェクト「キラリプラスカレッジ vol.2〈見て・飲んで・おい

しいお茶の世界〉」

平成 30 年 2 月 18 日 展示解説（集会室） ······································································参加者 37 名

・東急セミナーBE 特別講座

平成 29 年 4 月 30 日 講義（BE 講師：田園調布学園大学非常勤講師 神田久義氏）および

展示解説（集会室）··················································································································参加者 24 名

・東京急行電鉄株式会社・世田谷区主催「世田谷まち歩き Book スタンプラリー」

平成 29 年 4 月 8 日～7 月 1 日、東京急行電鉄・世田谷区主催「世田谷まち歩き Book スタン

プラリー」に協力した。スタンプ帳「世田谷区まち歩き Book」(駅等にて無料配布)提示で一般入

館料 100 円割引、参加者への賞品を提供。割引利用入館者は 8 名。

（4）大学との連携事業

・共立女子大学との連携事業

文化財保護・保存を推進し、学術研究機能の向上と人材の育成に寄与することを目的として、
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共立女子大学との連携事業を実施。平成 29 年度は、平成 28 年度から継続して「金屏風収納

袋の修理検討・制作」を行った。

３‐４. 博物館実習生の受け入れ

下記の通り、博物館法施行規則第 1 条で定める学芸員資格取得のための学生の博物館実習

を当館の基準の下に受け入れ、その指導を行った（団体研修 3 大学のべ 235 名、実習生 4 大学 4 名）。

・期日＝平成 29 年 5 月 13 日・10 月 14 日

実習生＝立教大学博物館実習生（団体研修） ········································································· 計 61 名

・期日＝平成 29 年 6 月 10 日・24 日・11 月 25 日・12 月 16 日

実習生＝東京学芸大学博物館実習生（団体研修）······························································計 102 名

・期日＝平成 29 年 9 月 6 日・8 日・9 日

実習生＝慶應義塾大学博物館実習生（団体研修）································································ 計 72 名

・期間＝平成 29 年 11 月 8 日（水）〜21 日（火）  計 12 日間

実習生＝日本女子大学 文学部 史学科····················································································· 1 名

実践女子大学 文学部 美学美術史学科 ··································································· 1 名

聖心女子大学 文学部 哲学科····················································································· 1 名

成城大学 文芸学部 芸術学科····················································································· 1 名

３‐５. 講堂・茶室などの施設利用

（1） 本館集会室

当館主催「こども美術講座」（平成 29 年 4 月 16 日他）、当館主催「陶芸講座」参加者作品展観（平成

29 年 5 月 27 日・28 日、9 月 23 日・24 日、平成 30 年 1 月 27 日・28 日）、私立美術館会議幹事会（平成 29

年 7 月 11 日）、各種団体などへの解説、美術品写真撮影、博物館学講習会、館内諸会議などに

使用。

（2） 別館講堂

当館主催「講演会」（平成 29 年 9 月 5 日他）、ギャラリートーク（平成 29 年 4 月 6 日他）、当館主催「美

の友会月例美術講座」（毎月 1〜3 回）、当館主催「茶の友会茶会」の道具説明会（平成 29 年 11 月

16 日～19 日、平成 30 年 3 月 15 日～18 日）、当館主催ミュージアム・コンサート（平成 29 年 7 月 6 日、9

月 21 日）、東京急行電鉄株式会社主催「とうきゅうキッズプログラム」（平成 29 年 12 月 17 日）、私立

美術館会議分科会（平成 29 年 7 月 11 日）、茶の湯文化学会例会（平成 29 年 4 月 22 日他）、書芸文

化院主催「平安書道研究会」（平成 29 年 9 月 10 日他）などに使用。

（3） 見晴荘（第二講堂）

当館主催「陶芸講座」（平成 29 年 5 月 27 日・28 日、9 月 23 日・24 日、平成 30 年 1 月 27 日・28 日）、当館

主催「茶の友会茶会」の点心席（平成 29 年 11 月 16 日～19 日、平成 30 年 3 月 15 日～18 日）、当館主

催「体験講座〈雲紙料紙の制作〉」（平成 29 年 7 月 16 日・17 日）、その他一般の茶会の点心席など

に使用。
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（4） 茶室

当館主催「茶の友会茶会」（平成 29 年 11 月 16 日～19 日、平成 30 年 3 月 15 日～18 日）、「茶室特別

公開」（平成 29 年 5 月 19 日、平成 30 年 2 月 1 日）、東京急行電鉄株式会社主催「とうきゅうキッズプ

ログラム」（平成 29 年 12 月 17 日）、その他一般の茶会などに使用。

４. その他

４‐１. その他の協力事業および会議等への派遣

（1）全国美術館会議への参加（館長他 2 名、平成 29 年 5 月 25 日、26 日）。

（2）ICOM 日本委員会への参加（館長、平成 29 年 5 月 26 日）。

（3）東京都博物館協議会総会、日本博物館協会東京支部総会への参加（館長、平成 29 年 6 月 28

日、平成 30 年 2 月 22 日）。

（4）全国博物館長会議への参加（館長他 1 名、平成 29 年 7 月 12 日）。

（5）私立美術館会議への参加（館長他 2 名、平成 29 年 10 月 13 日）。

（6）全国博物館大会への参加（館長他 4 名、平成 29 年 11 月 29 日～12 月 1 日）。

（7）美術資料収集評価委員会へ学芸員を派遣（東京国立博物館 3 回）。

（8）美術資料買取協議会へ学芸員を派遣（東京国立博物館 2 回、九州国立博物館 4 回）。

（9）国立文化財機構の依頼により、外部評価委員会委員に学芸員を登録、会議に参加（平成 29

年 5 月 30 日）。

（10）文化庁の依頼により、芸術選奨選考審査員に学芸員を登録、会議に参加（平成 29 年 12 月

20 日、平成 30 年 1 月 16 日）。

（11）円覚寺の依頼により「宝物風入れ」の展示・撤去に学芸員を派遣（平成29年 11月2日、5日）。

（12）東京学芸大学の依頼により、副館長を博物館学および同実習の非常勤講師として派遣。

（13）東京藝術大学の依頼により、副館長を博物館実習および集中講義の講師として派遣。

（14）清泉女子大学の依頼により、学芸員を工芸史の非常勤講師として派遣。

（15）京都造形芸術大学の依頼により、学芸員を芸術学部通信教育部の非常勤講師として派

遣。
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（16）武蔵野美術大学の依頼により、学芸員を工芸史の非常勤講師として派遣。

（17）國學院大学の依頼により、学芸員を書道史の非常勤講師として派遣。

（18）東京工芸大学の依頼により、学芸員を博物館実習の特別講師として派遣。

（19）徳島県文化振興財団の依頼により、副館長を講座講師として派遣。

（20）大和文華館の依頼により、副館長を講座講師として派遣。

（21）第 30 回東京都高等学校文化連盟書道部門書道展審査に副館長を派遣（平成 29 年 11 月

28 日）。

（22）大阪歴史博物館の依頼により、学芸員を客員研究員として資料検討会及び共同研究の

中間報告会のため派遣（平成 29 年 12 月 9～10 日）。

（23）文化庁の依頼により、登録美術品事前調査に副館長を派遣（平成 30 年 3 月 28 日）。

（24）九州国立博物館の依頼により、学芸員を科学研究費助成事業（課題番号 15H05150）におけ

る調査・会議へ派遣（平成 29 年 5 月 13、14 日）、及び報告書執筆などに協力。

（25）大谷大学真宗総合研究所の依頼により、学芸員を調査に派遣（平成 30 年 1 月 22 日、23 日）。

（26）一般財団法人筆の里振興事業団の理事会に出席（平成 29 年5月 31 日、平成 30年 3月 22 日）。

（27）公益財団法人高梨学術奨励基金の評議員会に出席（平成 29 年 6 月 15 日）。

（28）公益財団法人小堀遠州顕彰会理事会に出席（平成 30 年 2 月 16 日）。

（29）一般社団法人書芸文化院の理事会に出席（平成 29 年 5 月 14 日、12 月 10 日、平成 30 年 3 月 11

日）、および総会（平成 29 年 5 月 14 日、平成 30 年 3 月 11 日）に出席。

（30）一般財団法人イセ文化財団他主催「第 19 回ハッピーイースター卵あそびコンテスト」審査

委員として学芸員を派遣（平成 29 年 8 月 1 日）。

（31）日本博物館協会の依頼により、「美術品取梱包輸送技能取得士認定制度に関する委員

会」会議（平成 29 年 4 月 13 日、10 月 4 日）に参加、および同試験（平成 29 年 8 月 5 日、平成 30 年 2

月 17 日、18 日）に協力。

（32）公益財団法人せたがや文化財団の理事会に出席（平成 29 年 7 月 27 日、平成 30 年 1 月 16 日、

2 月 20 日）。
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（33）第 64 回日本伝統工芸展（全国 11 都市にて開催：会期 平成 29 年 9 月～平成 30 年 3 月）奨励賞に

協賛。

（34）世田谷区のセント・メリーズ・インターナショナル・スクール学園祭に協賛。

４‐２. 学会・研究会

（1）美術史学会大会にて、研究成果を発表（平成 29 年 5 月 21 日）。

（2）甲州市主催「古代史しんぽじうむ 和歌刻書土器の発見」にて、パネリストとして登壇（平成

29 年 9 月 3 日）。

（3）茶の湯文化学会東京例会にて、研究成果を発表（平成 29 年 10 月 28 日）。

（4）東京大学東洋文化研究所主催シンポジウム「明末清初 都市と美術」にて、研究成果を発

表（平成 29 年 11 月 13 日）。

（5）日本博物館協会、美術史学会、書学書道史学会、全国博物館学会、茶の湯文化学会、中

国文化学会、全国美術館会議、全国博物館長会議、私立美術館会議（以上大会出席）、東洋

陶磁学会（常任委員会出席）。

（6）日本貿易陶磁研究会研究集会、源氏絵データベース研究会、茶書研究会、書論研究会、

近代金石研究会、日本書道史研究会に参加。
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[2] 大東急記念文庫事業

１. 図書保存

（1）収蔵庫内の参考書誌、図書資料等と和古書との分離収納作業を行なった。

（2）所蔵資料の保存状態を調査し、修理・補修リストに記載した。

（3）庫内に適度の防虫剤を施した。また防塵、除湿、防災には万全を期した。

（4）不慮の災害に備え、写真撮影による副本作りを行った。平成 29 年度は、『大般若波羅蜜多

経』等を撮影した。

２. 図書修理

（1）『大毗盧遮那経疏』巻第十六・十七（寛治二年写・築島裕氏寄贈）の二帖を修理、継続中で

ある。本資料に関する平成 29 年度の修理費は 444,636 円である。

３. 図書収集

（1）閲覧参考資料

「人物叢書」等を継続購入中である。

（2）出版文化史参考資料

「賀茂別雷神社三手文庫 今井似閑書籍奉納目録」（皇学館大学神道研究所、1984 年

刊）を購入した。

（3）古典籍参考資料

本年度は購入しなかった。

４. 図書調査

・国文学研究資料館の依頼により、瑞光寺（京都市）、最明寺（神奈川県足柄上郡）、三重県立

美術館（津市）、本居宣長記念館（松阪市）、金城学院大学図書館（名古屋市）、藤園堂文庫

（名古屋市）の資料調査を行なった。

５. 図書閲覧

（1）個人閲覧

（2）団体閲覧

・4 月 延慶本平家物語研究会（1 点／於閲覧室）·········································································· 6 名

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

開館日数 26 22 22 26 5 26 22 26 17 23 20 23 258 日

閲覧者数 8 3 11 10 3 8 13 11 14 12 14 12 119 人

閲
覧
図
書

国書 4 9 13 19 4 21 26 8 37 53 41 38 273 点

漢籍 21 0 1 13 4 1 9 2 10 6 0 0 67 点

仏書 2 1 3 7 0 1 5 9 3 0 3 7 41 点

その他 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 4 点

計 28 10 18 39 10 23 40 19 50 59 44 45 385 点
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・10 月 慶應義塾大学院生ほか（48 点／於集会室）·······································································8 名

６. 出版物の編集・刊行・頒布・委託出版（主なもの）

（1）頒布

・機関誌「かがみ」第 48 号

・『典籍逍遥―大東急記念文庫の名品』

・公開講座講演録

（2）委託販売

・大東急記念文庫善本叢刊中古・中世篇（汲古書院）継続刊行中。

平成 29 年度は別巻４『集古筆翰』（第 28 回配本）を刊行した。

・大東急記念文庫善本叢刊近世篇（全 18 巻別巻 1 巻）（汲古書院）

・大東急記念文庫所蔵『芥子園画伝』初集・二集・三集（勉誠出版）

・マイクロフィルム版「江戸文学総瞰」「物語文学総瞰」（丸善雄松堂）

７. 普及

（1）出版物受贈（主なもの）

・『漢文訓讀史の研究Ⅱ』『同 Ⅶ』 各 1 冊（小林芳規氏）

・『東京市史稿 産業篇 第五十八』 1 冊（東京都公文書館）

・『皇室制度史料 儀制 立太子２』 1 冊（宮内庁書陵部）

・『磧砂版大蔵経目録 第二冊』『同 第三冊』 各 1 冊（杏雨書屋）

（２）図書資料撮影、掲載、出版、翻印等許可

・各種団体

足利学校全国論語研究会、江沼地方史研究会、帝塚山大学考古学研究所、東京大学出

版会、仏教美術研究上野記念財団、八幡市松花堂美術館等

・出版社等

おうふう、笠間書院、汲古書院、書芸文化新社、勉誠出版、法藏館、山川出版社、臨川書

店等

・個人

研究者等 5 名

８. 展示

（1）他所への貸出

・サントリー美術館························································································ 「禁裡御蔵書目録」／計 1 点

「絵巻マニア列伝」（期間＝平成 29 年 3 月 29 日～5 月 14 日）

・奈良国立博物館········································································ 「白描執金剛神像 玄証本」／計 1 点

特別展「快慶」（期間＝平成 29 年 4 月 8 日～6 月 4 日）
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・山口県立萩美術館・浦上記念館 ············ 「芥子園画伝」・「肘下選蠕」・「絵本荒獅山」／計 3 点

特別展「プリティー♡プリント 江戸の花鳥版画展」（期間＝平成 29 年 9 月 16 日～10 月 22 日）

・和泉市久保惣記念美術館·····································································重要文化財「寒山図」／計 1 点

特別展「ピカソと日本美術―線描の魅力―」（期間＝平成 29 年 10 月 15 日～12 月 3 日）

・京都国立博物館························································································· 国宝「六祖挟担図」／計 1 点

特別展「国宝」（期間＝平成 29 年 10 月 3 日～11 月 26 日）

（2）五島美術館への出陳

・［館蔵］春の優品展―歌仙と歌枕―

············重要文化財「公忠朝臣集」・「五首切 伝西行筆」・「奥儀抄」・「源氏小鏡」ほか／計 11 点

・［館蔵］夏の優品展―料紙のよそおい―

····························重要文化財「手鑑」・「大聖武 賢愚経断簡」「門 夏目漱石原稿」ほか／計 17 点

・［館蔵］秋の優品展―大般若経と禅宗―

··················国宝「白描絵料紙理趣経（目無経）」・重要文化財「寒山図」・「図像抄」ほか／計 16 点

・［特別展］光彩の巧み―瑠璃・玻璃・七宝―

························································································ 「君台観左右帳記」・「御飾棚之記」／計 2 点

・［館蔵］茶道具取合せ展

···········································「豊臣秀吉消息 お祢宛」・「武野宗瓦消息」・「茶室起絵図」／計 3 点

９. 国等各種公共機関・団体への協力と職員の派遣

・大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館の調査員として国文学関係

資料の調査に協力した。
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